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複雑性尿 路感染症 に対す るCeftezoleの 使用経 験

徳 永 に毅 ・足 立 望 太 郎 ・近 藤 厚

長崎大学医学部泌尿器科学教室

(主任:近 藤 厚教授)

泌尿器科領域における複雑性尿路感染症に対する治療

は我々泌尿器科医が日常悩まされている問題の1つ であ

り,ど のような薬剤を使用 しても尿路合併症を改善 しな

いかぎり尿路感染を除去するのは困難なことが多い。そ

のため必然的に長期間にわたって抗生物質の投与を余儀

な くされる。その際使用する抗生物質は腎毒性,そ の他

の副作用の少ないものが望まれるわけである。最近Ce-

phalosporin系 抗生物質でCefazolin(CEZ)の 類縁

化合物の1つ であるCeftezole(CTZ)が 開 発された。

CTZは,Fig.1の よ うな構造式を有 し,そ の毒性は

きわめて弱 く,催 奇形作用もな く,腎 毒性もほぼCEZ

と同等であるとされている1)。今回,我 々はCTZを 臨

床的に使用する機会を得たので報告する。

対 象

昭和49年9月 から,昭 和50年8月 までに長崎大学泌

尿器科に入院した患者のうち,慢 性の複雑性尿路感染症

を有するものを対象とした。

その内訳はTable1に 示す とお りで前立腺肥大症術

後膀胱炎4例,前 立腺肥大症兼膀胱炎1例,前 立腺癌兼

膀胱炎1例,膀 胱腫瘍術後腎孟腎炎2例,陰 茎癌術後膀

胱炎1例,S状 腸癌で尿管皮膚痩術後腎孟腎炎1例,左

腎結石術後腎孟腎炎1例,水 腎症術後腎孟腎炎1例,尿

道断裂術後腎孟腎炎1例,右 尿管結石術後腎孟腎炎1例,

神経因性膀胱術後腎孟腎炎兼膀胱炎1例 の計15例 であ

った。なお,症 例13を 除いた14例 は留置カテーテル施

行中のものであった。

尿 中 分 離 菌 はPr.vulgaris3株,Ent.aerogenes

1株,Ent.cloacae2株,Serratia marcescens 2株,

Citrobacter 1株,Kl.aerogenes 2株 ,Ps.aerugi-

nosa 1株,Pr.morganii 1株,Strept.faecalis 1株

で あ っ た 。 以 上 の 分 離 菌 の うちCEZに 感 受 性 で あ った

も のはEnt.cloacaeとStrept.faecalisお よびKl.

aerogenesの 各 々1株 で あ り,そ の他 はCEZに 対 し耐

性 で あ った 。

症 例4はKl.aerogenesとPr.vulgarisの 混合 感

染 で,CTZ投 与 後 にSerratia marcescensとEnt.

cloacaeへ 菌 交 代 が み られ た 。 症 例6はPr.morganii

か らPr.rettgeriへ 菌 交 代,症 例9はEnt.cloacae

か らSerratia mamscensへ 菌 交 代 が み られ た 。

投与方法および期間

筋注または点滴静注法で投与した。 筋注はCTZO.5

～1.09を 朝夕2回,点 滴静注の場合は1 .0～2.09を 朝

夕2回 施行 した。投与期間は5～27日 で あった。

効果判定基準

下部尿路感染症に関しては自覚症状(頻 尿,排 尿痛,

尿道痛等),尿 所見(白 血球数),尿 中細菌を必須観察項

目とした。また上部尿路感染症については,以 上のほか

に自覚症状と発熱を加えた ものを必須観察項 目とした。

自他覚症状,尿 所見,尿 中細菌の項目のすべてが正常化

したものを著効,い ずれか1つ 以上の項目が改善あるい

は消失したものを有効,す べてが無変化あるいは悪化し

たものを無効とす る基準で効果判定を行なった。

成 績

全症例15例 のうち著効0,有 効10例,無 効5例 で有

効率66.6%で あった。

尿中分離菌の推移をみると菌消失 したものはなくて,

菌減少(症 例14,15)を みたもの2例,菌 交 代が3例

(症例4,6,9)に み られた。

副 作 用

症例1,2は 注 射部位の疼痛を訴えたが,一 過性のも

のであった。

Fig. 1 Structure of CTZ
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Fig. 2 Laboratory test
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投与前後の血液一般(白 血球数,赤 血球数,Hb),肝

1幾能(GOT,GPT,A1-P),腎 機能(ク レアチニン,

BUN)の 検査では投与後に著明 な変 動はみられなか っ

た(Fig.2)。

考 按

単純性尿路感染症の場合には治療上ほとんど問題にな

るものはないが,複 雑性尿路感染症の治療には問題が多

い。基礎疾患を有するものや留置カテーテル施行中のも

のは感染の機会が多 く,1度 感染をおこすとなかなか難

治性である場合が多い。そのため長期間の治療が必要と

なり,使 用する薬剤には広範囲スペク トラムのもので腎

毒性その他の副作用のない ものが要求される。

今回,複 雑性尿路感染症に対 してCTZを 使 用してみ

て15例 中有効10例,無 効5例 で有効率66.6%と 満足

のゆ く臨床効果であったが,著 効を奏したものはなかっ

た。また尿中分離菌の推移をみても菌消失した ものはな

く,菌 減少2例,菌 交代3例 であ り,菌 消失をみること

はできなかった。このことは複雑性尿路感染症の場合に

は基礎疾患や留置カテーテルを除去しないかぎり,薬 剤

投与量の増量に比例して臨床効果がよくなるものではな

いように思われる2)。 その点を考慮すれば妥当な成績と

考える。

副作用としては注射部位の疼痛を訴えるものがあった

が,一 過性であった。また,血 液一般,肝 機能,腎 機能

検査にも異常は認められなかった3)。

結 語

1.　 長大泌尿器科に入院中の複雑性尿路感染症15例1

にCTZを 投与した。

2.　 投与方法は1日0.5～1.09の 筋注を朝夕2回 ま

たは1.0～2.09の 点 滴静注を朝夕2回 施行した。

3.　 15例 中10例 有 効で,有 効率66.6%で あった。

4.　 副作用は筋注部位の疹痛2例 だけで,そ の他,血

液一般,肝 機能,腎 機能検査には異常は認められなかっ

た。
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Fifteen patients suffering from complicated urinary tract infections were treated with ceftezole (CTZ). 
CTZ was administrated intramuscularly at the dosage of 0.5 to 1.0 g or by drip infusion at the dosage of 
1.0 to 2.0 g for 5 to 27 days.

Of 15 patients, good clinical response was seen in 10 patients. 
The effective ratio was 66.6%. 
As a side effect with the drug, injection pain was noticed in 2 cases, though it was transient.


